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昨
今
は
凶
悪
な
犯
罪
が
相
次
ぎ
、
悲
惨
な
テ
ロ
も
他
人
事
で
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
市
民
は
、「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
」
を
望
ん
で
い
ま
す
。
公
益
財
団
法
人
近
畿
警
察
官
友

の
会
は
そ
う
し
た
社
会
の
実
現
の
た
め
、
日
夜
業
務
に
従
事
し
て

い
る
近
畿
各
地
の
警
察
官
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

今
年
も
桜
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
当
会
の
事

業
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
半
年
間
に
わ
た
り
大
阪
・

関
西
万
博
が
開
催
さ
れ
、
世
界
各
国

か
ら
二
千
九
百
万
人
を
超
え
る
入
場
者

を
迎
え
、
盛
況
の
う
ち
に
無
事
故
で

会
期
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
関
係
し
た
警
察
官
は
、
会
場
や

市
中
の
安
全
確
保
に
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
み
、
任
務
を
完
遂
し
、
万
博
の

成
功
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

開
幕
前
に
は
工
事
の
遅
れ
な
ど
が
懸

念
さ
れ
ま
し
た
が
、
改
め
て
我
が
国
の

力
を
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。  

「
ご
挨
拶
」 

公
益
財
団
法
人
近
畿
警
察
官
友
の
会 

理
事
長 

中
川  

喜
博 

 

さ
て
、
治
安
の
課
題
と
は
別
に
、

少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
み
、
警
察

官
を
目
指
す
若
い
世
代
が
減
少
す
る

中
、
人
材
確
保
が
警
察
に
と
っ
て
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
全

国
警
察
官
友
の
会
を
通
じ
て
警
察
庁

よ
り
、
会
員
の
皆
様
に
警
察
官
募
集

活
動
へ
の
協
力
、
具
体
的
に
は
知
り

合
い
の
学
生
や
そ
の
保
護
者
の
方
々

に
対
し
、
警
察
官
と
い
う
職
業
の
魅

力
を
伝
え
、
採
用
試
験
の
受
験
を
勧

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
依
頼
が
届

い
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に

は
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
当
会
と
し

て
も
、
現
役
警
察
官
が
市
民
か
ら
の

期
待
と
感
謝
を
実
感
し
、
ま
た
警
察

官
を
志
す
若
者
が
少
し
で
も
増
え
る
よ

う
、
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

一
方
、
当
会
及
び
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
地
区
友
の
会
の
運
営
も
、

少
子
高
齢
化
な
ど
時
代
の
流
れ
の
中

で
岐
路
を
迎
え
て
い
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
警
察
官
友
の
会
が
ど
の
よ

う
な
形
で
警
察
官
支
援
に
寄
与
で
き

る
の
か
、
原
点
に
立
ち
返
っ
て
考
え

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
日
本

の
誇
り
で
あ
る
安
全
・
安
心
な
暮
ら

し
を
守
る
警
察
官
へ
の
感
謝
を
伝
え

る
友
の
会
の
活
動
を
、
次
世
代
へ
引

き
継
い
で
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

【大阪マラソン先導隊 大阪府警察提供】 
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☆
令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
概
要 

１ 

表
彰
事
業 

（1）

近
畿
優
良
警
察
職
員
に
感
謝
の
会 

 
10

月

14

日 

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
に
て 

開
催 

（2）

各
府
県
支
部
表
彰 

（3）

外
部
表
彰 

近
畿
管
区
内
優
秀
警
察
職
員
表
彰
式 

（
近
畿
管
区
警
察
局
主
催
） 

「
近
畿
の
警
察
官
」
表
彰
の
つ
ど
い 

（
産
経
新
聞
社
提
唱
） 

 ２ 

講
座
事
業 

（1）

夏
季
教
養
講
座 

 

８
月

21

日 

ホ
テ
ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
に
て 

開
催 

講
師 

 

未
定 

 
 

３ 

助
成
事
業 

（1）

警
察
活
動
に
必
要
な
資
材
・
機
材
の
提
供 

（2）

警
察
行
事
支
援 

 

４ 

普
及
啓
発
活
動 

（1）

会
報
の
発
行 

（2）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
本
部
・
支
部
・
地
区
友
の
会

の
活
動
報
告 

（3）

協
力
団
体
（
地
区
友
の
会
）
の
設
立
を
後
援 

 

☆令和８年度収支予算について（令和８年４月１日～令和９年３月３１日 単位円） 

 

0 年 3 月

31 日 単位円） 

 

令和８年度 事業計画及び収支予算について 

 

令和８年度予算 令和７年度補正予算 増　　減

１．

① 基本財産運用益 17,000 803 16,197

② 特定資産運用益 2,384 700 1,684

③ 受取会費 25,429,000 27,505,000 2,076,000△        

④ 受取寄付金 2,100,000 2,100,000 0

⑤ 雑収益 100,000 100,000 0

27,648,384 29,706,503 2,058,119△        

　

① 事　　業　　費　 22,039,103 24,424,568 2,385,465△        

② 管　　理　　費　 8,046,380 9,100,657 1,054,277△        

30,085,483 33,525,225 3,439,742△        

当期経常増減額 2,437,099△        3,818,722△        1,381,623

　

２． 　

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 2,437,099△        3,818,722△        1,381,623

一般正味財産期首残高 49,498,676 53,317,398 3,818,722△        

一般正味財産期末残高 47,061,577 49,498,676 2,437,099△        

　

当期指定正味財産増減額 0 0 0

47,061,577 49,498,676 2,437,099△        

科　　　　　目

Ⅰ 一般正味財産増減の部

経常増減の部

 　(1) 経常収益

　経常収益計

経常外増減の部

 　(2) 経常費用

　経常費用計

Ⅱ 指定正味財産増減の部

Ⅲ 正味財産期末残高
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近畿優良警察職員に感謝の会 

令
和
７
年

10

月

15

日
、
Ｋ

Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
に
て
、
近
畿

管
区
警
察
局
後
援
、

11

社
賛
助

の
も
と
「
令
和
７
年
度
近
畿
優

良
警
察
職
員
に
感
謝
の
会
」
を

開
催
し
、

25

名
の
受
賞
者
は
家

族
と
と
も
に
出
席
し
た
。
滋
賀

県
公
安
委
員
会
・
北
村
嘉
英 

委
員
長
、
近
畿
管
区
警
察
局
・

村
田
達
哉
局
長
ほ
か

11

名
を
来

賓
と
し
て
招
き
、
当
会
か
ら
は

理
事
長
ほ
か

17

名
の
役
員
が
出

席
し
た
。 

当
会
中
川
喜
博
理
事
長
が
式
辞

を
述
べ
た
後
、
管
区
局
及
び
、 

各
府
県
の
受
賞
者
と
そ
の
家
族 

に
楯
と
記
念
品
を
贈
っ
た
。
引
き

続
き
、
読
売
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会

社
・
松
田
陽
三
社
長
か
ら
記
念
の
置

時
計
が
贈
ら
れ
た
。 

来
賓
の
滋
賀
県
公
安
委
員
会
・

北
村
委
員
長
、
近
畿
管
区
警
察

局
・
村
田
局
長
、
大
阪
府
警
察
本

部
・
篠
原
英
樹
副
本
部
長
（
本
部

長
代
理
）
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。
最
後
に
受
賞
者
代
表
が
「
本

日
の
受
賞
を
胸
に
刻
み
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
一
層
の
努
力
と
精
進
を
重
ね

て
い
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
、
受

賞
者
を
囲
ん
で
記
念
撮
影
を
行
っ

た
。 

 

【近畿優良警察職員に感謝の会】 

 

【祝辞を述べる村田局長】 

夏
季
教
養
講
座 

 

令
和
７
年
８
月

22

日
、
ホ
テ

ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
に
て
「
令

和
７
年
度
夏
季
教
養
講
座
」
を
近

畿
管
区
警
察
局
と
共
催
し
た
。
開

講
式
に
て
村
田
達
哉
近
畿
管
区
警

察
局
長
の
挨
拶
の
後
、
作
家
の
竹

田
恒
泰
氏
が
「
誇
り
高
き
日
本
の

未
来
」
に
つ
い
て
、
同
志
社
大
学

学
長
小
原
克
博
氏
が
「
一
神
教
と

は
何
か
」
と
題
し
た
講
演
を
行
い
、

近
畿
管
区
内
の
警
察
幹
部

83

名

と
当
会
関
係
者
６
名
が
熱
心
に
聴

講
し
た
。 

 

外
部
表
彰
事
業 

☆
「
令
和
７
年
度
近
畿
管
区
内
優

秀
警
察
職
員
表
彰
式
」 

近
畿
管
区
警
察
局
主
催
で
令
和 

７
年

11

月

14

日
、
ホ
テ

ル 

プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
に
て
開
催
さ

れ
、
当
会
か
ら
中
川
理
事
長
が
出

席
、

18

名
の
警
察
職
員
に
記
念

品
を
贈
呈
し
祝
辞
を
述
べ
た
。 

 

本
部
助
成
事
業 

 

近
畿
管
区
警
察
局
主
催
の
柔

道
・
剣
道
大
会
が
令
和
７
年
８

月
５
日
に
、
逮
捕
術
・
拳
銃
射

撃
競
技
大
会
が

10

月

31

日
に

い
ず
れ
も
堺
市
の
近
畿
管
区
警

察
学
校
で
開
催
さ
れ
、
柔
道
・

剣
道
大
会
で
は
中
川
理
事
長
か

ら
優
勝
者
に
当
会
寄
贈
の
メ
ダ

ル
と
ク
リ
ス
タ
ル
楯
を
贈
呈
し

た
。 

 

令和７年度本部事業報告 

☆
第

139

回
「
近
畿
の
警
察
官
」

表
彰
の
つ
ど
い 

産
経
新
聞
社
提
唱
で
令
和
７
年

11

月

27

日
、
大
阪
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
、
当
会

か
ら
日
下
専
務
理
事
が
出
席
、 

６
名
の
警
察
官
に
記
念
品
を
贈
呈 

し
た
。 

【祝辞を述べる中川理事長】 
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令和７年度各府県支部事業報告 

 滋
賀
県
支
部 

☆
支
部
運
営
会
議 

 

令
和
７
年
９
月
３
日
、
び
わ

湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て

池
内
久
晃
滋
賀
県
警
察
本
部
長

を
来
賓
に
迎
え
、
支
部
運
営
委

員
９
名
、
地
区
友
の
会
会
長
２

名
出
席
の
も
と
土
沢
健
一
支
部

長
が
議
長
を
務
め
、
支
部
の
決

算
及
び
事
業
計
画
等
を
審
議
し

質
疑
応
答
の
後
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。 

  

☆
表
彰
式 

 

支
部
運
営
会
議
終
了
後
、
同

ホ
テ
ル
に
て
「
令
和
７
年
度
滋

賀
県
優
良
警
察
官
表
彰
式
」

を
、
池
内
本
部
長
ほ
か
警
察
官

幹
部
を
来
賓
に
迎
え
開
催
し

た
。 土

沢
支
部
長
が
式
辞
を
述
べ

た
後
、
優
良
警
察
官
５
名
（
家

族
同
伴
）
に
感
謝
の
楯
と
記
念

品
を
贈
呈
し
た
。 

 

 

大
阪
府
支
部 

☆
支
部
運
営
会
議 

 

令
和
７
年
７
月
７
日
、
ホ
テ

ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
に
て
熱

田
好
司
大
阪
府
警
察
本
部
総
務

部
長
を
来
賓
に
迎
え
、
支
部
運

営
委
員

21

名
（
代
理
・
委
任
状

提
出
者
含
む
）
、
地
区
友
の
会
会

長
３
名
（
代
理
含
む
）
出
席
の

も
と
延
原
健
二
支
部
長
が
議
長

を
務
め
、
支
部
の
決
算
及
び
事

業
計
画
等
を
審
議
し
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
た
。 

☆
表
彰
式 

令
和
８
年
１
月

30

日
、
ホ
テ

ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
に
て

「
令
和
７
年
度
大
阪
府
警
察
優

良
警
察
官
・
民
間
警
察
協
力
功

労
者
表
彰
式
」
を
、
鎌
田
徹
郎

大
阪
府
警
察
本
部
長
ほ
か
警
察

官
幹
部
を
来
賓
に
迎
え
開
催
し

た
。 

 
 

 
 

 

延
原
支
部
長
が
式
辞
を
述
べ

た
後
、
優
良
警
察
官

21

名
（
家

族
同
伴
）
と
民
間
警
察
協
力
功

労
者
２
名
に
感
謝
の
楯
と
記
念

品
を
贈
呈
し
た
。 

            

☆
表
彰
式 

令
和
６
年
２
月
１
日
、
ホ
テ

ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
に
て

「
令
和
５
年
度
大
阪
府
警
察
優

良
警
察
官
・
民
間
警
察
協
力
功

労
者
表
彰
式
」
を
向
山
大
阪
府

警
察
本
部
長
ほ
か
警
察
官
幹
部

を
来
賓
に
迎
え
開
催
し
た
。
延

原
健
二
支
部
長
が
式
辞
を
述
べ

た
後
、
優
良
警
察
官

22

名
（
家

族
同
伴
）
と
民
間
警
察
協
力
功

労
者
２
名
に
感
謝
の
楯
と
記
念

品
を
贈
呈
し
た
。 

☆
助
成
品
目
録
贈
呈 

令
和
５
年

12

月
４
日
、
大
阪

府
警
察
本
部
に
て
、
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
ほ
か
寄
贈
品

22

品
目

216

点
の
目
録
を
、
延
原
支
部
長

よ
り
警
察
本
部
多
久
総
務
課
長

に
贈
呈
し
た
。 

 

☆
助
成
品
目
録
贈
呈 

 

令
和
８
年
３
月
４
日
、
滋
賀

県
警
察
本
部
を
土
沢
支
部
長
と

日
下
専
務
理
事
が
訪
問
し
、
寄

贈
し
た
耐
刃
防
護
衣
な
ど
の
目

録
を
支
部
長
か
ら
池
内
警
察
本

部
長
に
贈
呈
し
た
。
そ
の
後
寄

贈
し
た
品
の
使
用
目
的
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。 

☆
助
成
品
目
録
贈
呈 

令
和
７
年

11

月

21

日
、
大

阪
府
警
察
本
部
を
延
原
支
部
長

と
日
下
専
務
理
事
が
訪
問
し
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
ほ
か
寄
贈
品

46

品
目

229

点
の
目
録
を
、
支

部
長
か
ら
警
察
本
部
熱
田
総
務

部
長
に
贈
呈
し
た
。 

 

【祝辞を述べる池内本部長】 【寄贈品の説明を受ける様子】 

 

【祝辞を述べる鎌田本部長】 【目録を贈呈する延原支部長】 
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兵
庫
県
支
部 

☆
支
部
運
営
会
議 

 
令
和
７
年
７
月

23

日
、
ラ
ッ

セ
ホ
ー
ル
に
て
岡
本
圭
司
兵
庫

県
警
察
本
部
総
務
部
長
を
来
賓

に
迎
え
、
支
部
運
営
委
委
員

15

名
（
委
任
状
提
出
者
含
む
）
、
地

区
友
の
会
会
長
１
名
出
席
の
も

と
桑
田
純
一
郎
支
部
長
が
議
長

を
務
め
、
支
部
の
決
算
及
び
事

業
計
画
等
を
審
議
し
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
た
。 

           

☆
表
彰
式 

 

令
和
５
年
８
月

30

日
、
ラ
ッ

セ
ホ
ー
ル
に
て
「
第

45

回
兵
庫

県
優
良
警
察 

官
・
民
間
警
察
協
力
功
労
者
表

彰
式
」
を 

澤
田
兵
庫
県
公
安
委
員
長
、
遠

藤
兵
庫
県
防
災
監
（
知
事
代

理
）
、
村
井
兵
庫
県 

警
察
本
部
長
ほ
か
警
察
官
幹
部

を
来
賓
に
迎
え
開
催
し
た
。
桑

田
純
一
郎
支
部
長 

が
式
辞
を
述
べ
た
後
、
優
良
警

察
官

10

名
、
民
間
警
察
協
力
功

労
者
２
名
（
い
ず
れ
も
家
族
同

伴
）
に
感
謝
の
楯
と
記
念
品
を

贈
呈
し
た
。 

☆
助
成
品
目
録
贈
呈 

 

令
和
６
年
２
月
９
日
、
兵
庫

県
警
察 

本

部

に

て

、
寄

贈

し
た
監

視

カ
メ
ラ 

な
ど
の
目
録
を
、
桑
田
支
部

長
よ
り 

警
察
本
部
浪
花
総
務
部
長
に
贈

呈
し
た
。 

    

奈
良
県
支
部 

☆
支
部
運
営
会
議 

 

令
和
７
年
８
月
８
日
、
ホ
テ
ル

リ
ガ
ー
レ
春
日
野
に
て
支
部
運
営

委
員

10

名
（
代
理
含
む
）
、
地
区

友
の
会
役
員
２
名
出
席
の
も
と 

森
本
俊
一
前
支
部
長
と
小
山
新
造

支
部
長
が
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
小

山
氏
が
議
長
を
務
め
支
部
の
決
算

及
び
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
審
議

し
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。 

議
事
終
了
後
、
宮
西
健
至
奈
良

県
警
察
本
部
長
よ
り
森
本
前
支
部

長
に
長
年
の
功
労
を
た
た
え
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
、
引
き
続
い
て
警

察
官
幹
部
、
公
安
委
員
を
交
え
て

意
見
交
換
を
行
っ
た
。 

  

 

☆
表
彰
式 

 

支
部
運
営
会
議
終
了
後
、
同

ホ
ー
ル
に
て
「
第

47

回
兵
庫
県

優
良
警
察
官
・
民
間
警
察
協
力

功
労
者
表
彰
式
」
を
池
田
頼
昭

兵

庫

県

防

災

監

（

知

事

代

理
）
、
小
西
康
弘
兵
庫
県
警
察 

 

本
部
長
ほ
か
警
察
官
幹
部
を 

来
賓
に
迎
え
開
催
し
た
。 

桑
田
支
部
長
が
式
辞
を
述
べ

た
後
、
優
良
警
察
官

10

名
、
民

間
警
察
協
力
功
労
者
２
名
（
い
ず

れ
も
家
族
同
伴
）
に
感
謝
の
楯
と

記
念
品
を
贈
呈
し
た
。 

          

☆
助
成
品
目
録
贈
呈 

 

令
和
８
年
１
月

14

日
、
兵
庫

県
警
察
本
部
を
桑
田
支
部
長
と

日
下
専
務
理
事
が
訪
問
し
、
寄

贈
し
た
ド
ロ
ー
ン
一
機
の
目
録

を
、
支
部
長
か
ら
警
察
本
部
岡

本
総
務
部
長
に
贈
呈
し
、
ド
ロ

ー
ン
の
使
用
目
的
な
ど
の
説
明

を
受
け
た
。 

☆
表
彰
式 

 

令
和
７
年

11

月
７
日
、
ホ
テ

ル
リ
ガ
ー
レ
春
日
野
に
て
「
第

48

回
奈
良
県
警
察
優
良
警
察
官

表
彰
式
」
を
福
谷
健
夫
副
知
事

（
知
事
代
理
）
、
菊
池
武
之
祐
奈
良

県
公
安
委
員
会
委
員
長
、
宮
西
奈

良
県
警
察
本
部
長
ほ
か
公
安
委

員
、
警
察
官
幹
部
を
来
賓
に
迎
え

開
催
し
た
。
小
山
支
部
長
が
式
辞

を
述
べ
た
後
、
優
良
警
察
官

12

名
（
家
族
同
伴
）
に
感
謝
の
楯
と

記
念
品
を
贈
呈
し
た
。 

 

☆
助
成
事
業 

 

奈
良
県
警
察
本
部
を
通
じ
て
各

部
署
に
飲
料
や
食
品
な
ど
の
激
励

品
及
び
永
年
勤
続
表
彰
の
記
念
品

等
を
寄
贈
し
た
。 

 

【式辞を述べる小山支部長】 

支部長】 

【祝辞を述べる小西本部長】 

 

【感謝状を受ける森本前支部長】 

う】 

【目録贈呈式後の記念撮影】 

】 

う】 
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発
行
所 

公
益
財
団
法
人
近
畿
警
察
官
友
の
会 

〒
五
四
〇
❘
〇
〇
一
二 

 
 

大
阪
市
中
央
区
谷
町
三
丁
目
一
番
十
一
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
晋
第
二
ビ
ル 

二
〇
五
号
室 

 
 

電
話 

  

〇
六
❘
六
九
四
一
❘
七
六
三
八 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
六
❘
六
九
四
一
❘
七
六
四
一 

編
集
兼
発
行
人 

 
 

 

日
下 

勝
之 

印
刷
所 

㈱
新
聞
印
刷 

 
 

       
 

 

9 月までの行事予定 

開催日        行事名  

 ６月 ８日（月） 理事会（決算） 

６月２４日（水） 評議員会

７月 ３日（金）   大阪府支部運営会議 

７月１５日（水） 兵庫県支部運営会議 

   同支部表彰式 

 ７月２２日（水） 和歌山県支部運営会議 

８月２１日（金） 夏季教養講座 

９月 ２日（水） 滋賀県支部運営会議 

   同支部表彰式 

  未   定     奈良県支部運営会議 

当財団のＨＰもぜひご覧ください。 

https://www.kk-tomo.com/ 

和
歌
山
県
支
部 

☆
支
部
運
営
会
議 

 
令
和
７
年
７
月

11

日
、
ホ

テ
ル
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
に
て

野
本
靖
之
和
歌
山
県
警
察
本
部

長
、
尾
保
手
正
成
総
務
課
長
を

来
賓
に
迎
え
、
支
部
運
営
委
員

12

名
の
出
席
の
も
と
山
名
正

一
支
部
長
が
議
長
を
務
め
、
支

部
の
決
算
及
び
事
業
計
画
等
に

つ
い
て
審
議
し
原
案
ど
お
り
承 

認
さ
れ
た
。 

 

☆
表
彰
式 

 

令
和
７
年

10

月

28

日
、

ホ
テ
ル
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
に

て
「
令
和
７
年
度
和
歌
山
県
優

良
警
察
官
表
彰
式
」
を
、
野
本

和
歌
山
県
警
察
本
部
長
ほ
か
警

察
官
幹
部
を
来
賓
に
迎
え
開
催

し
た
。
山
名
支
部
長
が
式
辞
を

述
べ
た
後
、
優
良
警
察
官

18

名
に
感
謝
の
楯
と
記
念
品
を
贈

呈
し
た
。 

 

☆
助
成
品
目
録
贈
呈 

 

令
和
８
年
２
月

16

日
、
和
歌

山
県
警
察
本
部
を
山
名
支
部

長
、
堤
昌
男
副
支
部
長
と
日
下

専
務
理
事
が
訪
問
し
、
寄
贈
し

た
掃
除
機
な
ど
の
目
録
を
、
支

部
長
か
ら
野
本
本
部
長
に
贈
呈

し
た
。 

  

【目録を読み上げる山名支部長】 【支部表彰式の模様】 

あ
と
が
き 

 

令
和
７
年
度
が
終
わ
り
、
ま
も
な

く
新
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
世
界
で

は
終
わ
ら
な
い
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
紛
争
に
加
え
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の

動
向
や
中
東
情
勢
も
さ
ら
に
混
迷
を

極
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
世
界
が

ど
う
動
き
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
ど

う
な
る
の
か
期
待
よ
り
不
安
を
多
く

感
じ
る
一
年
で
し
た
。
世
界
共
栄
が

共
通
の
価
値
観
だ
と
思
っ
て
い
た
私

に
と
っ
て
、
そ
れ
は
幻
想
で
あ
り
、

ま
ず
自
分
及
び
自
国
の
こ
と
が
最
優

先
な
の
が
現
実
だ
と
突
き
つ
け
ら
れ

た
気
が
し
ま
す
。 

４
月
に
は
各
府
県
の
警
察
学
校
の

入
校
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
参
列
す
る

た
び
に
、
わ
が
身
第
一
の
風
潮
の
中

で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築

く
た
め
に
役
立
と
う
と
使
命
感
を
も

っ
て
警
察
の
門
を
く
ぐ
っ
た
若
者
が

い
る
こ
と
に
感
動
し
、
彼
ら
が
ま
ぶ

し
く
見
え
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

が
し
ま
す
。
彼
ら
の
未
来
が
輝
か
し

い
も
の
と
な
る
よ
う
に
願
う
ば
か
り

で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

日
下 


